





























─  音楽指導の在り方と子ども育成舎「ゆう」の実践  ─
Recommendations for Music Education Aimed at Training Nursery and Elementary Teachers 





































































































































































































1 はじまるよ誕生会　2 拍手をプレゼント　3 お正月の歌　4 節分の歌
5 ひなまつりの歌　6 子どもの日の歌　7 七夕会の歌　8 運動会の歌
9 クリスマスの歌　10 お楽しみ会の歌
②指導する保育士はきちんとピアノを弾いて子どもを歌わせなければならない。
③リズム遊びをするときは，保育士のピアノに合わせて色々な動作を取り入れて動き回るので
ある。
④『子どもの歌 200』という保育実用書の曲を全曲弾けるようにしなくては子どもに染み入る
指導は出来ない。
⑤ピアノを弾きながら子どもの様子をみて適切なアドバイスをしていくことが大切である。
⑥その為に，ピアノを弾きこなすには練習しかない，学生の時にどれだけピアノを引き込んだ
かが保育士にとって大切なのである。
⑦小学校教員よりも保育士はピアノを弾きこなさなければならない。
59
⑧出身大学によってピアノの弾き歌いの指導に力を入れているところとそうでないところの差
が生じている。
⑨保育士はピアノを弾きこなし，豊かな声量で歌って聞かす事が重要である。
（10）子ども育成舎「ゆう」からのメッセージ
①家庭は人間の基本となる生きる力を付ける場である
②子どもは親の生活をコピーしている＝ダメな者はダメというしつけが大事である
③家庭で生きる力がどれくらい身に付いたかを試す場所が学校である＝学校はルールやマ
ナー，モラルを確かめていく場である
④家庭という小さな社会で練習して，地域という大きな社会に入っていく子どもに責任を持っ
た子育てをする＝家庭・学校・地域がルールやマナーを繰り返し教えることが大切である
7　おわりに
将来良き教育指導者となるために，大学生として
（1）専門的知識はしっかり身に付ける
（2）人とのコミュニケ－ションを大切にする（他者を思いやる心）
（3）いろいろな体験を通して，豊かな感性を磨く
（4）世の中の常識を身に付ける（社会生活を営んでいくために，将来，常識ある社会人としての
資質を培う）
（5）良き人生の名ドライバーになり長所にアクセル，短所にブレ－キという巧みな使い分けをする
（6）バランス感覚の取れた人間になる
（7）良き個性をのばしていく
以上 7 点を教育指導者となる大学生に対して提言したい。
